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Leader’s リーダーズ「アイ」

有限会社
和気環境サービス

特集

有限会社和気環境サービス　　　
後継者
松本 宏行 氏

周りの人に感謝しながら、
「三方よし」の事業を展開したい



（取材／組織支援課　藤田）

■企業名 
　有限会社和気環境サービス
■設立 
　1993年2月
■所在地
　岡山県和気郡和気町日室139
■電話番号
　0869-93-0473
■資本金 500万円
■従業員 6名
■所属 
　岡山県環境整備事業協同組合
　備前環境事業協同組合
　岡山県中小企業団体青年中央会（会長）

組 合 プ ロ フ ィ ー ル

　
当
社
は
、
下
水
浄
化
施
設
の
管
理
受
託
、
各
家
庭
の
浄
化
槽
の
保

守
点
検
サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て
産
業
廃
棄
物
・
一
般
廃
棄
物
の
収
集
運

搬
を
主
な
事
業
と
し
て
い
ま
す
。

　
1
9
9
3
年
に
父
が
設
立
し
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
2
0
0
7
年
、
私
が
21
歳
の
時
に
父
が
ガ
ン
で
急
逝
。
母
が
急

遽
代
表
者
と
な
っ
た
も
の
の
、
不
慣
れ
な
業
務
に
追
わ
れ
る
状
況

が
続
い
て
い
ま
し
た
。
特
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
の
が
、
下
水
浄

化
施
設
の
管
理
受
託
で
し
た
。
受
託
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
下

水
道
処
理
施
設
管
理
技
士
や
電
気
工
事
士
、
危
険
物
取
扱
者
の
資

格
を
持
つ
の
が
父
だ
け
で
あ
っ
た
た
め
、
管
理
受
託
を
継
続
す
る

こ
と
が
困
難
な
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
と
き
に
助
け
て
く
れ
た
の
が
、
岡
山
県
環
境
整
備
事
業

協
同
組
合
の
組
合
員
の
仲
間
で
し
た
。
特
に
、
家
族
ぐ
る
み
で
お
付

き
合
い
の
あ
っ
た
あ
る
会
社
か
ら
は
、
一
部
の
社
員
が
一
時
的
に

移
籍
し
て
く
れ
て
、
そ
の
お
か
げ
で
管
理
受
託
も
継
続
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
同
業
者
に
支
え
ら
れ
、
私
自
身
も
無
事
に
大
学
を
卒
業
す
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
卒
業
後
に
も
、
同
業
者
企
業
で
修
業
を
積
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
は
、
私
た
ち
を
助
け
て
く
れ
た
会
社
に
恩
返
し
す
る

と
と
も
に
、
他
の
困
っ
た
人
た
ち
に
も
同
じ
よ
う
に
助
け
を
差
し
伸

べ
ら
れ
る
会
社
で
あ
り
た
い
と
思
い
な
が
ら
業
務
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
現
在
、
私
は
下
水
浄
化
施
設
の
施
設
管
理
の
責
任
者
を
務
め
て
お

り
、
同
時
に
、
会
社
全
体
の
仕
事
の
手
順
や
手
法
に
つ
い
て
検
討

し
、
改
善
を
推
進
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
維
持
費

の
高
い
特
装
車
な
ど
の
過
剰
設
備
の
調
整
や
、
現
場
作
業
効
率
を
高

め
る
た
め
の
検
査
機
器
の
導
入
な
ど
で
す
。
ま
た
以
前
は
、
全
社
員

が
均
等
に
業
務
を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
分
野
に
特
化
す
る
よ
う
に
変
更
。
業
務
効
率
を
高
め
る
と
同
時

に
、
責
任
の
所
在
を
明
確
化
し
ま
し
た
。
体
調
不
良
等
に
よ
る
急
な

欠
員
に
つ
い
て
は
、
私
と
1
人
の
社
員
が
全
業
務
を
把
握
し
て
対
応

し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
さ
に
社
長
業
務
の
引
継
ぎ
に
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
で
あ

り
、
あ
と
1
、
２
年
で
完
了
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　
承
継
後
に
は
、
組
合
や
青
年
中
央
会
で
学
ん
だ
経
営
知
識
を
活
か

し
て
、
単
価
表
の
見
直
し
や
積
算
の
整
理
な
ど
、
会
社
の
改
善
に
さ

ら
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
以
前
、
岡
山
県
中
央
会
の
専
門

家
派
遣
事
業
を
活
用
し
、
現
場
改
善
活
動
に
よ
る
生
産
性
向
上
に
取

り
組
み
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
活
動
も
一
層
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
ム
リ
ム
ダ
ム
ラ
を
取
り
除
き
、
社
員
が
よ
り
働
き
や
す

い
場
所
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
当
社
の
売
上
は
、
官
公
需
に
よ
る
も
の
が
大
部
分
を
占

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
今
後
、
地
域
の
人
口
減
少
に
伴
い
売
上
減

少
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
新
規
事
業
に
注
力
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
な
か
で
検
討
し
て
い
る
こ
と
の
一
つ
が
農
業
分
野
へ

の
進
出
で
す
。
下
水
浄
化
施
設
で
は
、
水
を
浄
化
す
る
た
め
に
微
生

物
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
浄
化
す
る
過
程
で
微
生
物
が
急
激
に
増

殖
し
、
1
日
10
ｔ
も
の
余
剰
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
社
で
は
こ
の

余
っ
た
微
生
物
を
堆
肥
化
さ
せ
、
肥
料
と
し
て
い
ま
す
が
、
全
国
的

に
は
そ
の
多
く
は
焼
却
処
理
さ
れ
て
お
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
再

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
当
社
が
農
業
分
野
に

進
出
し
、
浄
化
施
設
由
来
の
堆
肥
を
活
か
し
た
事
業
を
行
う
こ
と

で
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
貢
献
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
社
は「
自
分
た
ち
だ
け
で
な
く
、
従
業
員
や
取
引
先
、
取
り
巻

く
皆
様
に
喜
ば
れ
る
会
社
で
あ
ろ
う
」と
い
う
考
え
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
こ
の
考
え
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
既
存
事
業
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
社
会
的
意
義
の
高
い
新
規
事
業
も
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
岡
山
県
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
青
年
部
は
、
組
合
員
の
後
継

者
育
成
に
資
す
る
こ
と
な
ど
を
活
動
目
的
と
し
て
お
り
、
部
員
数

は
21
名
。
20
代
前
半
の
部
員
な
ど
も
多
数
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　
同
業
種
団
体
と
し
て
、
新
し
い
型
の
浄
化
槽
に
お
け
る
点
検
方

法
な
ど
、
業
務
に
直
結
す
る
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
常

に
新
し
い
技
術
・
情
報
を
仕
入
れ
て
共
有
す
べ
く
、
2
0
2
2
年
に

は
V
R
を
体
験
す
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
開
催
。
浄
化
槽
の
保
守
点

検
の
人
材
教
育
に
V
R
を
活
用
で
き
な
い
か
と
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
と
同
様
、
新
規
事
業
に
つ
い
て
模
索
し
て
い
る
事
業
者
も

多
く
、
同
じ
悩
み
、
困
り
ご
と
を
理
解
し
あ
う
仲
間
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
2
0
2
1
年
に
は
備
前
市
地
域
の
同
業
種
団
体
と
し
て
、

当
社
含
め
た
5
社
で
備
前
環
境
事
業
協
同
組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。

備
前
市
吉
永
に
あ
る
下
水
浄
化
施
設
の
管
理
の
共
同
受
託
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
各
社
の
新
分
野
へ
の
進
出
や
、
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
取
組
に
つ
い
て
も
、
共
同
で
取
り
組
め
る
部

分
は
無
い
か
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
特

装
車
の
カ
ー
シ
ェ
ア
な
ど
、
他
業
界
の
事
例
等
も
情
報
収
集
し
な

が
ら
、
ア
イ
デ
ア
を
探
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
青
年
中
央
会
に
は
様
々
な
業
種
の
方
が
所
属
し
て
い
ま
す
の
で
、

「
中
途
採
用
に
お
け
る
求
人
の
ポ
イ
ン
ト
」な
ど
、
業
種
問
わ
ず
役

に
立
つ
内
容
を
意
識
し
て
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
2
月
に
は
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
と
と
も
に

B
C
P
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一

つ
で
あ
っ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
当
社
の
事
業
承

継
の
お
話
も
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
も
っ
と
裾
野
を
広
げ
、
異
業
種
の
仲
間
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
他
の
業
界
の
発
想
や
知
見
、
常
識
に
触

れ
る
こ
と
で
、
自
社
や
組
合
で
の
取
組
の
ア
イ
デ
ア
や
、
自
身
の
成

長
に
つ
な
が
っ
て
い
く
た
め
、
青
年
中
央
会
で
得
ら
れ
る
異
業
種

間
の
横
の
繋
が
り
は
財
産
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
も
落
ち
着
き
を
見
せ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
懇
親
・

交
流
会
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　松
本 

宏
行 

氏

リ
ー
ダ
ー
ズ
「
ア
イ
」
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会
社
の
概
要
や
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

組
合
青
年
部
等
で
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

会
社
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
か

事
業
承
継
は
い
つ
ご
ろ
と
考
え
て
い
ま
す
か

今
後
の
目
標
や
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
こ
と
は
何
で
す
か

岡
山
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会
の
活
動
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

浄化施設の管理には電気工事士2種等が必要組合青年部で行われたVRを学ぶ講習会BCPをテーマとしたイベントではセミナー・パネルディスカッション・交流会を実施

周
り
の
人
に
感
謝
し
な
が
ら
、

「
三
方
よ
し
」の
事
業
を
展
開
し
た
い
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理
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家
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検
サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て
産
業
廃
棄
物
・
一
般
廃
棄
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搬
を
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事
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と
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。

　
1
9
9
3
年
に
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立
し
、
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に
取
り
組
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し
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受
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。
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を
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が
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だ
け
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、
管
理
受
託
を
継
続
す
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こ
と
が
困
難
な
状
況
に
陥
っ
て
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ま
し
た
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ん
な
と
き
に
助
け
て
く
れ
た
の
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岡
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か
ら
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一
部
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時
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に
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し
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て
、
そ
の
お
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で
管
理
受
託
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継
続
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
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同
業
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に
支
え
ら
れ
、
私
自
身
も
無
事
に
大
学
を
卒
業
す
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こ

と
が
で
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ま
た
卒
業
後
に
も
、
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業
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で
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を
積
ま
せ
て

い
た
だ
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し
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か
ら
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た
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会
社
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、
他
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困
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人
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ち
に
も
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よ
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に
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し
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べ
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れ
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会
社
で
あ
り
た
い
と
思
い
な
が
ら
業
務
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
現
在
、
私
は
下
水
浄
化
施
設
の
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設
管
理
の
責
任
者
を
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め
て
お

り
、
同
時
に
、
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社
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事
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検
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改
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て
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す
。
例
え
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、
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費

の
高
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車
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ど
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の
調
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や
、
現
場
作
業
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率
を
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め
る
た
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の
検
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機
器
の
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な
ど
で
す
。
ま
た
以
前
は
、
全
社
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が
均
等
に
業
務
を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
分
野
に
特
化
す
る
よ
う
に
変
更
。
業
務
効
率
を
高
め
る
と
同
時

に
、
責
任
の
所
在
を
明
確
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し
ま
し
た
。
体
調
不
良
等
に
よ
る
急
な

欠
員
に
つ
い
て
は
、
私
と
1
人
の
社
員
が
全
業
務
を
把
握
し
て
対
応

し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
さ
に
社
長
業
務
の
引
継
ぎ
に
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
で
あ

り
、
あ
と
1
、
２
年
で
完
了
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　
承
継
後
に
は
、
組
合
や
青
年
中
央
会
で
学
ん
だ
経
営
知
識
を
活
か

し
て
、
単
価
表
の
見
直
し
や
積
算
の
整
理
な
ど
、
会
社
の
改
善
に
さ

ら
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
以
前
、
岡
山
県
中
央
会
の
専
門

家
派
遣
事
業
を
活
用
し
、
現
場
改
善
活
動
に
よ
る
生
産
性
向
上
に
取

り
組
み
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
活
動
も
一
層
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
ム
リ
ム
ダ
ム
ラ
を
取
り
除
き
、
社
員
が
よ
り
働
き
や
す

い
場
所
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
当
社
の
売
上
は
、
官
公
需
に
よ
る
も
の
が
大
部
分
を
占

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
今
後
、
地
域
の
人
口
減
少
に
伴
い
売
上
減

少
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
新
規
事
業
に
注
力
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
な
か
で
検
討
し
て
い
る
こ
と
の
一
つ
が
農
業
分
野
へ

の
進
出
で
す
。
下
水
浄
化
施
設
で
は
、
水
を
浄
化
す
る
た
め
に
微
生

物
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
浄
化
す
る
過
程
で
微
生
物
が
急
激
に
増

殖
し
、
1
日
10
ｔ
も
の
余
剰
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
社
で
は
こ
の

余
っ
た
微
生
物
を
堆
肥
化
さ
せ
、
肥
料
と
し
て
い
ま
す
が
、
全
国
的

に
は
そ
の
多
く
は
焼
却
処
理
さ
れ
て
お
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
再

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
当
社
が
農
業
分
野
に

進
出
し
、
浄
化
施
設
由
来
の
堆
肥
を
活
か
し
た
事
業
を
行
う
こ
と

で
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
貢
献
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
社
は「
自
分
た
ち
だ
け
で
な
く
、
従
業
員
や
取
引
先
、
取
り
巻

く
皆
様
に
喜
ば
れ
る
会
社
で
あ
ろ
う
」と
い
う
考
え
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
こ
の
考
え
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
既
存
事
業
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
社
会
的
意
義
の
高
い
新
規
事
業
も
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
岡
山
県
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
青
年
部
は
、
組
合
員
の
後
継

者
育
成
に
資
す
る
こ
と
な
ど
を
活
動
目
的
と
し
て
お
り
、
部
員
数

は
21
名
。
20
代
前
半
の
部
員
な
ど
も
多
数
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　
同
業
種
団
体
と
し
て
、
新
し
い
型
の
浄
化
槽
に
お
け
る
点
検
方

法
な
ど
、
業
務
に
直
結
す
る
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
常

に
新
し
い
技
術
・
情
報
を
仕
入
れ
て
共
有
す
べ
く
、
2
0
2
2
年
に

は
V
R
を
体
験
す
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
開
催
。
浄
化
槽
の
保
守
点

検
の
人
材
教
育
に
V
R
を
活
用
で
き
な
い
か
と
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
と
同
様
、
新
規
事
業
に
つ
い
て
模
索
し
て
い
る
事
業
者
も

多
く
、
同
じ
悩
み
、
困
り
ご
と
を
理
解
し
あ
う
仲
間
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
2
0
2
1
年
に
は
備
前
市
地
域
の
同
業
種
団
体
と
し
て
、

当
社
含
め
た
5
社
で
備
前
環
境
事
業
協
同
組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。

備
前
市
吉
永
に
あ
る
下
水
浄
化
施
設
の
管
理
の
共
同
受
託
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
各
社
の
新
分
野
へ
の
進
出
や
、
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
取
組
に
つ
い
て
も
、
共
同
で
取
り
組
め
る
部

分
は
無
い
か
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
特

装
車
の
カ
ー
シ
ェ
ア
な
ど
、
他
業
界
の
事
例
等
も
情
報
収
集
し
な

が
ら
、
ア
イ
デ
ア
を
探
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
青
年
中
央
会
に
は
様
々
な
業
種
の
方
が
所
属
し
て
い
ま
す
の
で
、

「
中
途
採
用
に
お
け
る
求
人
の
ポ
イ
ン
ト
」な
ど
、
業
種
問
わ
ず
役

に
立
つ
内
容
を
意
識
し
て
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
2
月
に
は
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
と
と
も
に

B
C
P
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一

つ
で
あ
っ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
当
社
の
事
業
承

継
の
お
話
も
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
も
っ
と
裾
野
を
広
げ
、
異
業
種
の
仲
間
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
他
の
業
界
の
発
想
や
知
見
、
常
識
に
触

れ
る
こ
と
で
、
自
社
や
組
合
で
の
取
組
の
ア
イ
デ
ア
や
、
自
身
の
成

長
に
つ
な
が
っ
て
い
く
た
め
、
青
年
中
央
会
で
得
ら
れ
る
異
業
種

間
の
横
の
繋
が
り
は
財
産
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
も
落
ち
着
き
を
見
せ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
懇
親
・

交
流
会
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　松
本 

宏
行 

氏

リ
ー
ダ
ー
ズ
「
ア
イ
」

Leader’s リーダーズ「アイ」特集

　
　
　有
限
会
社
和
気
環
境
サ
ー
ビ
ス

　後
継
者

　
　
　岡
山
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会

　会
長

中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
3
年
4
月
号

中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
3
年
4
月
号

3 2

特集／ Leader’s 「i」
特集／Leader’s 「i」

会
社
の
概
要
や
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

組
合
青
年
部
等
で
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

会
社
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
か

事
業
承
継
は
い
つ
ご
ろ
と
考
え
て
い
ま
す
か

今
後
の
目
標
や
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
こ
と
は
何
で
す
か

岡
山
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会
の
活
動
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

浄化施設の管理には電気工事士2種等が必要組合青年部で行われたVRを学ぶ講習会BCPをテーマとしたイベントではセミナー・パネルディスカッション・交流会を実施

周
り
の
人
に
感
謝
し
な
が
ら
、

「
三
方
よ
し
」の
事
業
を
展
開
し
た
い
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組合を対象とした岡山県中央会の補助事業について
　岡山県中央会では組合等を対象とし、下記の補助事業を募集しています。事業実施については中央会職員が
伴走型支援を行いますのでお気軽にご相談ください。

　なお、今後はこのような補助事業の情報提供もメール等の電子的な方法を中心に行わせて頂きたく思ってお
ります。つきましては、組合で使用しているメールアドレス等の調査アンケートを後日お送りさせて頂きますの
で、ご協力の程、何卒よろしくお願い致します。

●問い合わせ先　組織支援課　TEL：0８６‒２２４‒2245

　
去
る
３
月
22
日
、
当
会
役
員
会
を
開

催
し
、
令
和
４
年
度
事
業
報
告（
３
月
20

日
現
在
）、
補
正
予
算
の
ほ
か
、
令
和
５

年
度
の
事
業
大
綱
等
を
審
議
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
市
内
の
ホ
テ
ル
で
リ
ア
ル
開
催
と

な
っ
た
役
員
会
は
、
代
理
出
席
を
含
む

32
名
が
出
席
。
事
業
報
告
で
は
、
令
和
４

年
度
に
取
り
組
ん
だ
事
業
の
う
ち
、
組

合
組
織
を
通
じ
て
生
産
性
向
上
策
の
横

展
開
を
支
援
し
た
事
業
成
果
や
、
県
内

企
業
等
約
１
０
０
０
事
業
者
を
対
象
と

し
た
省
エ
ネ
設
備
更
新
に
対
す
る
補
助

事
業（
岡
山
県
事
業
）の
成
果
等
に
つ
い

て
報
告
。

　
ま
た
令
和
５
年
度
事
業
大
綱
で
は
、

組
合
組
織
を
通
じ
て
業
界
全
体
の
Ｄ
Ｘ

を
促
進
す
る
新
規
事
業
や
、
雇
用
確
保
・

人
材
育
成
を
支
援
す
る
事
業
に
つ
い
て

説
明
、
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
満
場
一

致
に
よ
り
承
認
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
員
会
終
了
後
に
は
、
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
導
入
に
関
す
る
国
の
支
援
措

置
や
、
国
・
県
等
へ
の
要
望
・
陳
情
活
動

に
つ
い
て
も
報
告
。
会
員
の
皆
様
に
迅
速

に
有
益
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
や
、
行

政
に
適
切
に
要
望
を
伝
え
る
こ
と
な
ど
、

役
員
会
を
通
じ
て
事
務
局
の
果
た
す
べ

き
役
割
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　  （
総
務
企
画
課
　
村
上
）

令
和
４
年
度
第
４
回
役
員
会
を

開
催
し
ま
し
た（
岡
山
県
中
央
会
）

  

総
会
の
ご
案
内

　
令
和
４
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
承
認

の
ほ
か
、
令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
・
収

支
予
算
等
に
つ
い
て
審
議
す
る
、
当
会
第

68
回
通
常
総
会
に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お

り
開
催
の
予
定
と
し
ま
す
。

　
な
お
、
通
常
総
会
開
催
日
時
・
場
所
に

つ
き
ま
し
て
は
、
５
月
９
日
開
催
予
定
の

令
和
５
年
度
第
１
回
役
員
会
に
て
決
議
さ

れ
ま
す
の
で
、
会
員
様
へ
の
正
式
案
内
は

５
月
中
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

●
開
催
日
時

　
６
月
７
日（
水
）

　
14
時
40
分
〜
15
時
40
分

●
開
催
場
所

　
岡
山
市
北
区
駅
元
町
１
‐
５

　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山

  

基
調
講
演
の
ご
案
内

　
今
年
度
の
通
常
総
会
で
は
、
国
内
の
中

小
企
業
を
中
心
に
年
間
5
5
0
0
社
以

上
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
を
展
開

さ
れ
て
い
る
、
㈱
船
井
総
研
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
代
表
取
締
役
社
長
の
中
谷
貴
之

氏
を
お
招
き
し
、
企
業
活
性
化
の
た
め
の

手
法
や
、
県
内
の
先
進
事
例
等
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
だ
く
基
調
講
演
を
同
日
開

催
し
ま
す
。

　
基
調
講
演
は
通
常
総
会
に
先
立
ち
開

催
、
当
会
会
員
の
皆
様
以
外
に
一
般
の
方

（
企
業
経
営
者
や
従
業
員
の
皆
様
）の
ご
来

場
も
可
能
で
す
。
　
　

　
ま
た
、
当
日
は
、
参
考
と
し
て
船
井
総

研
発
行
の
Ｄ
Ｘ
関
連
書
籍
が
配
布
さ
れ
る

ほ
か
、
岡
山
県
内
に
て
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
者
の
事
例
を
交
え
な
が
ら

実
践
的
且
つ
具
体
的
な
手
法
を
ご
紹
介
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

　
基
調
講
演
会
の
正
式
な
ご
案
内
は
、

近
日
中
に
当
会
Ｈ
Ｐ・
メ
ル
マ
ガ
等
で
配

信
し
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
開
催
日
時

　
６
月
７
日（
水
）

　
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

●
講
師

　
㈱
船
井
総
研
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　
代
表
取
締
役
社
長 

中
谷
貴
之 

氏

※
講
演
内
容
及
び
書
籍
の
配
布
等
に
つ
き

ま
し
て
は
調
整
中
の
た
め
、
内
容
変
更

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
総
務
企
画
課
　
小
郷
・
中
西

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ：
0
8
6
‐
2
2
4
‐
2
2
4
5

6
月
7
日
、通
常
総
会
及
び
講
演
会

同
時
開
催
の
予
定（
岡
山
県
中
央
会
）
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で、ご協力の程、何卒よろしくお願い致します。

●問い合わせ先　組織支援課　TEL：0８６‒２２４‒2245

　
去
る
３
月
22
日
、
当
会
役
員
会
を
開

催
し
、
令
和
４
年
度
事
業
報
告（
３
月
20

日
現
在
）、
補
正
予
算
の
ほ
か
、
令
和
５

年
度
の
事
業
大
綱
等
を
審
議
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
市
内
の
ホ
テ
ル
で
リ
ア
ル
開
催
と

な
っ
た
役
員
会
は
、
代
理
出
席
を
含
む

32
名
が
出
席
。
事
業
報
告
で
は
、
令
和
４

年
度
に
取
り
組
ん
だ
事
業
の
う
ち
、
組

合
組
織
を
通
じ
て
生
産
性
向
上
策
の
横

展
開
を
支
援
し
た
事
業
成
果
や
、
県
内

企
業
等
約
１
０
０
０
事
業
者
を
対
象
と

し
た
省
エ
ネ
設
備
更
新
に
対
す
る
補
助

事
業（
岡
山
県
事
業
）の
成
果
等
に
つ
い

て
報
告
。

　
ま
た
令
和
５
年
度
事
業
大
綱
で
は
、

組
合
組
織
を
通
じ
て
業
界
全
体
の
Ｄ
Ｘ

を
促
進
す
る
新
規
事
業
や
、
雇
用
確
保
・

人
材
育
成
を
支
援
す
る
事
業
に
つ
い
て

説
明
、
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
満
場
一

致
に
よ
り
承
認
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
員
会
終
了
後
に
は
、
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
導
入
に
関
す
る
国
の
支
援
措

置
や
、
国
・
県
等
へ
の
要
望
・
陳
情
活
動

に
つ
い
て
も
報
告
。
会
員
の
皆
様
に
迅
速

に
有
益
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
や
、
行

政
に
適
切
に
要
望
を
伝
え
る
こ
と
な
ど
、

役
員
会
を
通
じ
て
事
務
局
の
果
た
す
べ

き
役
割
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　  （
総
務
企
画
課
　
村
上
）

令
和
４
年
度
第
４
回
役
員
会
を

開
催
し
ま
し
た（
岡
山
県
中
央
会
）

  

総
会
の
ご
案
内

　
令
和
４
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
承
認

の
ほ
か
、
令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
・
収

支
予
算
等
に
つ
い
て
審
議
す
る
、
当
会
第

68
回
通
常
総
会
に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お

り
開
催
の
予
定
と
し
ま
す
。

　
な
お
、
通
常
総
会
開
催
日
時
・
場
所
に

つ
き
ま
し
て
は
、
５
月
９
日
開
催
予
定
の

令
和
５
年
度
第
１
回
役
員
会
に
て
決
議
さ

れ
ま
す
の
で
、
会
員
様
へ
の
正
式
案
内
は

５
月
中
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

●
開
催
日
時

　
６
月
７
日（
水
）

　
14
時
40
分
〜
15
時
40
分

●
開
催
場
所

　
岡
山
市
北
区
駅
元
町
１
‐
５

　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山

  

基
調
講
演
の
ご
案
内

　
今
年
度
の
通
常
総
会
で
は
、
国
内
の
中

小
企
業
を
中
心
に
年
間
5
5
0
0
社
以

上
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
を
展
開

さ
れ
て
い
る
、
㈱
船
井
総
研
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
代
表
取
締
役
社
長
の
中
谷
貴
之

氏
を
お
招
き
し
、
企
業
活
性
化
の
た
め
の

手
法
や
、
県
内
の
先
進
事
例
等
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
だ
く
基
調
講
演
を
同
日
開

催
し
ま
す
。

　
基
調
講
演
は
通
常
総
会
に
先
立
ち
開

催
、
当
会
会
員
の
皆
様
以
外
に
一
般
の
方

（
企
業
経
営
者
や
従
業
員
の
皆
様
）の
ご
来

場
も
可
能
で
す
。
　
　

　
ま
た
、
当
日
は
、
参
考
と
し
て
船
井
総

研
発
行
の
Ｄ
Ｘ
関
連
書
籍
が
配
布
さ
れ
る

ほ
か
、
岡
山
県
内
に
て
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
者
の
事
例
を
交
え
な
が
ら

実
践
的
且
つ
具
体
的
な
手
法
を
ご
紹
介
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

　
基
調
講
演
会
の
正
式
な
ご
案
内
は
、

近
日
中
に
当
会
Ｈ
Ｐ・
メ
ル
マ
ガ
等
で
配

信
し
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
開
催
日
時

　
６
月
７
日（
水
）

　
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

●
講
師

　
㈱
船
井
総
研
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　
代
表
取
締
役
社
長 

中
谷
貴
之 

氏

※
講
演
内
容
及
び
書
籍
の
配
布
等
に
つ
き

ま
し
て
は
調
整
中
の
た
め
、
内
容
変
更

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
総
務
企
画
課
　
小
郷
・
中
西

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ：
0
8
6
‐
2
2
4
‐
2
2
4
5

6
月
7
日
、通
常
総
会
及
び
講
演
会

同
時
開
催
の
予
定（
岡
山
県
中
央
会
）

事業名 対象となる取組のイメージ 補助率・補助金額

組合特定問題
支援事業

○組合員を対象とした研修会等の開催 補助率 2/3
上限 15万円

○個別の課題について、社労士等の専門家に相談 補助率 2/3
上限 1万 6千円

組合等web
／ネットワーク
構築支援事業

○組合のHPの作成
○組合のHPのリニューアル
○組合組合員間にＩＴを活用したネットワークを作成
○組合で活用するアプリの開発

補助率 2/3
上限 15万円

課題対応支援
事業
※全国中小企業
　団体中央会実
　施事業

中小企業組合等活路開拓（活路開拓）
○組合員の意識や経営環境の調査
○新製品・新サービスを開発して新たな販路を拡大
○厳しい環境規制に対応する方策を検討
○ＳＤＧsを学び業界を挙げて実践

補助率 6/10
上限 1200万円、下限 100万円
（事業終了後3年以内に売上高が10％以上
増加する、またはコストが10％以上削減され
ることが見込まれるものは、上限2000万円）

中小企業組合等活路開拓（展示会等出展・開催）
○未進出地域で展示会を開催、販路拡大の可能性を調査
○バーチャル展示会に出展、幅広くニーズを確認
○海外展示会に出展、海外取引拡大の足掛かりとする

補助率 6/10
上限 1200万円

組合等情報ネットワークシステム等開発（基本計画策定）
○組合員間ネットワーク構築のための基本計画策定
○災害等のリスク対応のための組合員の在庫・文書等管理システ
　ム整備のための研究
○組合業務管理システムのクラウド化のための業務分析、調査
　研究

補助率 6/10
上限 1200万円、下限 100万円
（事業終了後3年以内に売上高が10％以上
増加する、またはコストが10％以上削減され
ることが見込まれるものは、上限2000万円）

組合等情報ネットワークシステム等開発（情報システム構築）
○組合員の発注業務効率化のためのメーカー・卸間のＥＤＩシステム
　の開発
○組合員のローコストオペレーションを可能にする店舗販売管理
　システムの開発と普及
○組合員の取り扱う製品の管理や共同販売を行うシステムの構築

補助率 6/10
上限 1200万円、下限 100万円
（事業終了後3年以内に売上高が10％以上
増加する、またはコストが10％以上削減され
ることが見込まれるものは、上限2000万円）

連合会（全国組合）等研修事業
○構成員が 15都道府県以上の連合会等が行う、会員（組合員）
　や専従役職員を対象とした研修の開催

補助率 6/10
上限 300万円
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　中小企業等協同組合法施行規則の一部を改正する命令及び中小企業団体の組織に関する法律施行規則の
一部を改正する省令（令和２年12月28日公布・施行）より、届出・申請書様式への押印が不要となりました。
同改正を受け、押印が基本的に不要となることで、決算関係書類・役員変更届等の提出方法についても印刷
物による提出だけでなく、PDFデータ等による電子媒体での提出が可能となりました。
　つきましては、今後は決算関係書類等を岡山県中央会にご提出頂く際、電子媒体でのご提出が可能です。
（従前の通り、紙媒体でのご提出を頂くこともできます。）
　データでご提出を頂く場合は、当会HPよりアクセスできる「決算関係書類等提出用Webフォーム」より
必要事項（組合名、入力担当者名、メールアドレス等）をご入力頂くとともに、提出書類のデータを添付して
頂きますようお願い致します。

【決算関係書類等提出用Webフォームに
ご入力頂く内容】
①組合名　　　　　②理事長名
③入力担当者名　　④メールアドレス
⑤提出書類年度
　（提出時点の年度ではなく、提出する書類に対応
　した年度をご入力ください。
　　例：2020/4/1 ～ 2021/3/31の決算関係書
　　類の場合、2020年とご入力ください。）
⑥提出日

【電子媒体での提出が可能になる書類】
１．決算関係書類一式（原則、下記の７つのデータ
　  をひとまとめにしてPDF化）
　①決算関係書類提出書
　②事業報告書
　③財産目録
　④貸借対照表
　⑤損益計算書
　⑥剰余金処分案又は損失処理案
　⑦監査報告書
　上記以外の決算に関する書類は原則提出不要で
すが、上記の７つの書類とまとめてデータ化し、
ご提出頂いて構いません。（わざわざデータが７
つの書類のみになるように分割・抽出等をして
頂く必要はありません。）

２．総会議事録（総会議事録のみのデータをPDF化）
　押印が必要かどうかは組合
の定款（総会議事録）の規定
の内容によりますので定款
をご確認ください。押印が
必要な場合、押印後の書類
をPDF化してご提出くだ
さい。

※役員変更を行った場合、下記の書類も合わせて
　ご提出ください。

３．役員変更書類一式（原則、下記の３つのデータ
　　をひとまとめにしてPDF化）
　①役員変更届出書
　②変更理由書
　③役員名簿

４．理事会議事録（理事会議事録のみのデータを　
　　PDF化）
　総会議事録とは異なり、い
ずれの組合においても従前
の通り押印が必要です。押
印後の書類をPDF化してご
提出ください。

【ご提出においての注意点】
　今後はご提出頂いた決算関係書類等を、岡山県
中央会を通してデータで岡山県庁に提出するよう
になりますが、その他の岡山県庁以外の所管行政
庁についてはこれまで通り紙媒体での受付となり
ます。岡山県庁以外の所管行政庁宛ての決算関係
書類等については、従前の通り直接郵送でご提出
ください。

●問い合わせ先
　岡山県中央会　組織支援課
　電話：086-224-2245

決算関係書類等の電子的提出が可能になりました（再掲）
　組合では、年度末を迎えると、帳簿の締めや決算諸表の作成準備及び年度更新事務に加え、定款や法で
定められた各種事務手続き（監査、理事会、総会など）を行わなければなりません。
　年度末を迎えた組合におかれましては、決算期の事務手続き手順をご確認ください。

決算日：3月31日  理事会：5月1日  通常総会：5月25日と仮定した場合

組合決算期の事務手続きについて

組合決算期の事務手続き手順例

4月28日

5月31日

3月31日

4月3日

4月30日

5月1日

5月9日

5月14日

5月10日

5月25日

6月8日

年度末（決算日）

監事に決算関係
書類を提出
　　 ↓
　   監査

出資総口数及び
払込済出資総額
の変更の登記

決算関係書類及
び事業報告書を
備え置く

総会招集通知の
発送

監査報告の内容通知

理事会の招集

通常総会の開催

法人税等の確定申告（国、県、市町村）

決算関係書類の提出（所管行政庁）

理事会の開催

監事は理事に対して決算関係書類・事業報
告書の全部を受領した日から４週間経過し
た日、もしくは理事との合意により定めた
日のいずれか遅い日までに監査報告の内容
を通知
※監査期限は、監事と理事の合意があっても
４週間を下回る期間を予め定めることはで
きませんが、４週間を下回る日までに監事
が理事に監査報告を通知すれば、その時点
で監査を受けたこととなります。

理事会の１週間前までに、各理事に招集
通知。
※理事全員の同意があれば招集手続きの省略可
※招集期間の短縮可（１週間を下回る期間を定
款で定めた場合は、その期間）

通常総会の10日前までに組合員に到達す
るよう招集通知。
※総会招集通知には、議案の他、理事会の承認
を受けた決算関係書類、事業報告書及び監
査報告を添付し、組合員に提供しなければ
ならない
※組合員全員の同意があれば招集手続の省略
可（商店街振興組合は該当しない）
※招集期間の短縮可（10日を下回る期間を定
款で定めた場合は、その期間）（商店街振興
組合は該当しない）

組合は、通常総会の２週間前までに決算
関係書類及び事業報告書を主たる事務所
及び従たる事務所に備え置かなければな
らない

２
ヵ
月
以
内

４
週
間
以
内

２
週
間
以
上

原
則
４
週
間（
短
縮
可
）

中
10
日
以
上

（
短
縮
可
）

２
週
間
以
内

中
７
日
以
上

（
短
縮
可
）
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決算日：3月31日  理事会：5月1日  通常総会：5月25日と仮定した場合

組合決算期の事務手続きについて

組合決算期の事務手続き手順例

4月28日

5月31日

3月31日

4月3日

4月30日

5月1日

5月9日

5月14日

5月10日

5月25日

6月8日

年度末（決算日）

監事に決算関係
書類を提出
　　 ↓
　   監査

出資総口数及び
払込済出資総額
の変更の登記

決算関係書類及
び事業報告書を
備え置く

総会招集通知の
発送

監査報告の内容通知

理事会の招集

通常総会の開催

法人税等の確定申告（国、県、市町村）

決算関係書類の提出（所管行政庁）

理事会の開催

監事は理事に対して決算関係書類・事業報
告書の全部を受領した日から４週間経過し
た日、もしくは理事との合意により定めた
日のいずれか遅い日までに監査報告の内容
を通知
※監査期限は、監事と理事の合意があっても
４週間を下回る期間を予め定めることはで
きませんが、４週間を下回る日までに監事
が理事に監査報告を通知すれば、その時点
で監査を受けたこととなります。

理事会の１週間前までに、各理事に招集
通知。
※理事全員の同意があれば招集手続きの省略可
※招集期間の短縮可（１週間を下回る期間を定
款で定めた場合は、その期間）

通常総会の10日前までに組合員に到達す
るよう招集通知。
※総会招集通知には、議案の他、理事会の承認
を受けた決算関係書類、事業報告書及び監
査報告を添付し、組合員に提供しなければ
ならない
※組合員全員の同意があれば招集手続の省略
可（商店街振興組合は該当しない）
※招集期間の短縮可（10日を下回る期間を定
款で定めた場合は、その期間）（商店街振興
組合は該当しない）

組合は、通常総会の２週間前までに決算
関係書類及び事業報告書を主たる事務所
及び従たる事務所に備え置かなければな
らない

２
ヵ
月
以
内

４
週
間
以
内

２
週
間
以
上

原
則
４
週
間（
短
縮
可
）

中
10
日
以
上

（
短
縮
可
）

２
週
間
以
内

中
７
日
以
上

（
短
縮
可
）
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奨
学
金
返
還
手
当
を
支
給
す
る
企
業
へ
の

補
助
制
度
、利
用
企
業
増
加
中

　
当
会
は
平
成
29
年
度
か
ら
岡
山
県
よ
り
委
託
を
受

け
て「
中
小
企
業
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
促
進
奨
学
金
返
還

支
援
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
当
事
業
は
、
県
外
か
ら
I
J
U
タ
ー
ン
就
職
し
、

奨
学
金
を
返
還
す
る
社
員
に
対
し
て
、
奨
学
金
返
還

手
当
を
支
給
す
る
企
業
を
対
象
と
し
た
補
助
金
制
度

で
す
。
令
和
5
年
3
月
時
点
で
1
8
0
社
以
上
が
制

度
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
制
度
導
入
当
初
は
、
補
助
対
象
と
な
る
I
J
U

タ
ー
ン
就
職
者
の
み
に
奨
学
金
返
還
手
当
を
支
給
す

る
企
業
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
で
は
、
全
体

の
半
数
近
く
の
企
業
が
、
補
助
対
象
に
な
る
か
ど
う

か
に
関
係
な
く
、
奨
学
金
を
借
り
て
い
る
社
員
全
員

に
奨
学
金
手
当
を
支
給
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
社
の
人
材
確
保
に
貢
献
す
る
べ
く
、
制

度
を
P
R
す
る
学
生
向
け
チ
ラ
シ
に
は
制
度
導
入
企

業
の
企
業
名
の
入
っ
た
一
覧
表
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

合
同
就
職
説
明
会
、
大
学
別
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
説

明
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
で
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
い
る
ほ
か
、

岡
山
県
内
の
大
学
就
職
課
や
県
下
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

も
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
に
はTw

itter

で
の
広
告
を
実
施
す
る
な
ど
制

度
導
入
企
業
の
告
知
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。  

若
手
の
人
材
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
事
業
者
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
制
度
導
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
企
業
人
材
支
援
課
　
大
野
）

岡
山
県
合
同
企
業
説
明
会
が
４
年
ぶ
り
に
対
面
開
催

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
岡
山
県
の

委
託
を
受
け
、
去
る
3
月
3
日「
岡

山
県
合
同
企
業
説
明
会
」を
4
年
ぶ

り
に
対
面
で
開
催
。
学
生
4
6
6

名
、
県
内
企
業
1
6
0
社
が
参
加
し

た
県
下
最
大
級
の
集
ま
り
に
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
6
日
に
は
同
様
に
参
加
企

業
1
6
0
社
を
迎
え
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
も「
合
同
企
業
説
明
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
U

タ
ー
ン
就
職
を
希
望
す
る
学
生
な

ど
3
4
5
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
対
面
開
催
で
は
、
こ
れ
ま
で
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
に
慣
れ
て
い
た
学
生

が
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
興
味
を
も
つ

企
業
ブ
ー
ス
を
次
々
に
訪
問
。
採
用

担
当
者
か
ら
企
業
の
特
徴
や
採
用

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
福
利
厚
生
面
や
新
人
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
教
育
な
ど
に
関
心
が
集
ま

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
対
面
な
ら
で
は

の
企
業
と
の
偶
然
の
出
会
い
も
あ

り
、
充
実
し
た
企
業
説
明
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
一
方
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
は
、

「
ど
こ
か
ら
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き

る
」メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
参
加
者

の
約
26
％
に
当
た
る
88
名
の
方
が
、

東
京
圏
を
は
じ
め
、
九
州
、
四
国
、

近
畿
、
中
部
、
東
北
地
域
に
通
う
県

外
の
学
生
と
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
防
ぐ
観

点
か
ら
も
就
活
生
の
大
き
な
安
心

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

 

参
加
者
の
声

　
参
加
し
た
学
生
か
ら
は「
参
加
す

る
ま
で
は
興
味
は
な
か
っ
た
面
白

そ
う
な
会
社
に
出
会
え
た
。
今
度
、

そ
の
企
業
の
単
独
の
会
社
説
明
会

に
参
加
す
る
。
こ
れ
こ
そ
合
説
だ
か

ら
こ
そ
の
出
会
い
だ
と
思
う
。」「
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
岡
山

を
離
れ
て
い
る
学
生
に
は
あ
り
が

た
い
。」な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
企
業
の
担
当
者
か
ら
は
、

「
い
い
学
生
に
出
会
え
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
に
慣
れ
て
い
た
が
対
面
な
ら

で
は
の
良
さ
も
実
感
し
た
。」「
対
面

と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
両
方
で
行
え
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し

た
説
明
会
が
で
き
た
と
思
う
。」な

ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
令
和
5
年
度
も
合
同
企
業

説
明
会
を
開
催
予
定
と
し
て
お
り

ま
す
。

　
　
　
　  （
組
織
支
援
課
　
板
谷
）

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
岡
山
県
・Ｇ
７
倉

敷
労
働
雇
用
大
臣
会
合
推
進
協
議
会
の
委

託
を
受
け
、「
働
く
こ
と
」を
テ
ー
マ
に
去
る

3
月
14
日
、「
G
7
倉
敷
労
働
雇
用
大
臣
会

合
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
は
加
藤
厚
生
労
働
大

臣
か
ら「
労
働
雇
用
大
臣
会
合
で
は
、『
人

へ
の
投
資
』
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ・Ｇ
Ｘ
に
よ

る
産
業
構
造
変
化
へ
の
対
応
や
、
高
齢
者
、

障
害
者
、
女
性
な
ど
様
々
な
属
性
の
方
が

意
欲
と
能
力
に
応
じ
て
活
躍
で
き
る
働
き

や
す
い
環
境
の
整
備
、
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
の
向
上
と
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー

ク
の
推
進
等
に
つ
い
て
Ｇ
７
の
閣
僚
間
で

議
論
を
行
い
ま
す
。
議
長
国
と
し
て
日
本

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
示
し
て
ま
い
り
ま

す
。（
一
部
抜
粋
）」と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

〝
働
く
こ
と
〞を
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
基
調
講
演
２
題

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
伊
原
木
岡
山
県
知

事
の
挨
拶
に
続
き
、
第
１
部
は
、
元
N
H
K

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
三
宅

民
夫
氏
が
、「
人
生
1
0
0
年
時
代
、
し
な

や
か
に
生
き
抜
く
た
め
に
」と
題
し
て
講

演
、
第
２
部
は
、
㈱
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
小
室
淑
恵
氏

か
ら「
み
ん
な
が
輝
く
働
き
方
〜
こ
れ
か

ら
の
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
の
視
点
〜
」と

題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
三
宅
民
夫
氏
は
、
働
く
上
で
健
康
管
理

の
大
切
さ
や
、
年
齢
で
区
切
ら
な
い
生
き

方
が
大
切
で
あ
り
、
高
齢
者
世
代
に
は「
柔

軟
な
生
き
方
を
」、
働
き
盛
り
世
代
に
は

「
持
ち
運
べ
る
独
自
の
ス
キ
ル
を
」、
若
い

人
に
は「
自
分
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
」、

人
生
1
0
0
年
時
代
は「
心
と
言
葉
の
時

代
」に
な
る
と
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
室
淑
恵
氏
は
、
日
本
は
週
49
時
間
以

上
の
就
業
者
比
率
が
20
・
9
％
と
Ｇ
７
で

最
も
高
い
と
す
る
統
計
が
あ
り
、
あ
と
1

時
間
寝
る
と
国
民
一
人
当
た
り
G
D
P
の

向
上
、
利
益
率
の
向
上
、
生
産
性
向
上
、

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
、
メ
ン

タ
ル
疾
患
罹
患
率
低
下
、
過
労
死
・
過
労
自

殺
防
止
な
ど
の
効
果
が
あ
り
、
他
国
で
は
、

睡
眠
は
国
家
戦
略
と
な
っ
て
い
る
と
紹
介
。

ま
た
、
高
い
生
産
性
に
は「
有
能
な
人
材
」

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」よ
り
も
従
業
員
の「
心

理
的
安
全
性
が
高
い
」環
境
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
上
で
、

ま
ず
は
経
営
陣
か
ら
の
勤
務
間
イ
ン
タ
ー

バ
ル
の
推
進
を
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

 

参
加
者
の
声

•
年
齢
で
区
切
ら
な
い
生
き
方
が
出
来
た

ら
良
い
な
と
思
っ
た
。

•
人
生
1
0
0
年
時
代
を
健
康
に
活
き
活

き
と
ワ
ク
ワ
ク
感
を
持
ち
な
が
ら
、
生

き
抜
い
て
い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
い
た

だ
い
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

•
人
生
1
0
0
年
時
代
と
い
え
る
現
代
で
、

い
わ
ゆ
る
現
役
世
代
を
過
ぎ
て
も
自
分

ら
し
く
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
き
て
い

け
る
よ
う
に
、
今
か
ら
自
分
自
身
の
可

能
性
を
広
げ
る
こ
と
を
意
識
し
て
過
ご

し
て
い
こ
う
と
思
っ
た
。

•
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
と
７
時
間
睡
眠

の
推
進
を
、
社
内
で
提
言
し
て
行
き
た

い
。

•
人
口
オ
ー
ナ
ス
を
中
心
と
し
た
労
働
環

境
変
化
の
説
明
が
大
変
分
か
り
や
す

か
っ
た
。

•
最
初
か
ら
最
後
ま
で
す
べ
て
聞
き
逃
す

こ
と
が
で
き
な
い
と
て
も
有
意
義
な
内

容
だ
っ
た
。
と
に
か
く
共
感
し
か
な
い
。

自
社
で
も
ど
こ
か
ら
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
か
真
剣
に
考
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　 

（
組
織
支
援
課
　
板
谷
）

G
7
倉
敷
労
働
雇
用
大
臣
会
合
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
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学
金
返
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手
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を
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給
す
る
企
業
へ
の

補
助
制
度
、利
用
企
業
増
加
中

　
当
会
は
平
成
29
年
度
か
ら
岡
山
県
よ
り
委
託
を
受

け
て「
中
小
企
業
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
促
進
奨
学
金
返
還

支
援
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
当
事
業
は
、
県
外
か
ら
I
J
U
タ
ー
ン
就
職
し
、

奨
学
金
を
返
還
す
る
社
員
に
対
し
て
、
奨
学
金
返
還

手
当
を
支
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す
る
企
業
を
対
象
と
し
た
補
助
金
制
度

で
す
。
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和
5
年
3
月
時
点
で
1
8
0
社
以
上
が
制

度
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
制
度
導
入
当
初
は
、
補
助
対
象
と
な
る
I
J
U

タ
ー
ン
就
職
者
の
み
に
奨
学
金
返
還
手
当
を
支
給
す

る
企
業
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
現
在
で
は
、
全
体

の
半
数
近
く
の
企
業
が
、
補
助
対
象
に
な
る
か
ど
う

か
に
関
係
な
く
、
奨
学
金
を
借
り
て
い
る
社
員
全
員

に
奨
学
金
手
当
を
支
給
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
社
の
人
材
確
保
に
貢
献
す
る
べ
く
、
制

度
を
P
R
す
る
学
生
向
け
チ
ラ
シ
に
は
制
度
導
入
企

業
の
企
業
名
の
入
っ
た
一
覧
表
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

合
同
就
職
説
明
会
、
大
学
別
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
説

明
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
で
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
い
る
ほ
か
、

岡
山
県
内
の
大
学
就
職
課
や
県
下
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

も
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
に
はTw

itter

で
の
広
告
を
実
施
す
る
な
ど
制

度
導
入
企
業
の
告
知
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。  

若
手
の
人
材
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
事
業
者
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
制
度
導
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
企
業
人
材
支
援
課
　
大
野
）

岡
山
県
合
同
企
業
説
明
会
が
４
年
ぶ
り
に
対
面
開
催

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
岡
山
県
の

委
託
を
受
け
、
去
る
3
月
3
日「
岡

山
県
合
同
企
業
説
明
会
」を
4
年
ぶ

り
に
対
面
で
開
催
。
学
生
4
6
6

名
、
県
内
企
業
1
6
0
社
が
参
加
し

た
県
下
最
大
級
の
集
ま
り
に
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
6
日
に
は
同
様
に
参
加
企

業
1
6
0
社
を
迎
え
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
も「
合
同
企
業
説
明
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
U

タ
ー
ン
就
職
を
希
望
す
る
学
生
な

ど
3
4
5
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
対
面
開
催
で
は
、
こ
れ
ま
で
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
に
慣
れ
て
い
た
学
生

が
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
興
味
を
も
つ

企
業
ブ
ー
ス
を
次
々
に
訪
問
。
採
用

担
当
者
か
ら
企
業
の
特
徴
や
採
用

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
福
利
厚
生
面
や
新
人
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
教
育
な
ど
に
関
心
が
集
ま

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
対
面
な
ら
で
は

の
企
業
と
の
偶
然
の
出
会
い
も
あ

り
、
充
実
し
た
企
業
説
明
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
一
方
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
は
、

「
ど
こ
か
ら
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き

る
」メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
参
加
者

の
約
26
％
に
当
た
る
88
名
の
方
が
、

東
京
圏
を
は
じ
め
、
九
州
、
四
国
、

近
畿
、
中
部
、
東
北
地
域
に
通
う
県

外
の
学
生
と
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
防
ぐ
観

点
か
ら
も
就
活
生
の
大
き
な
安
心

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

 

参
加
者
の
声

　
参
加
し
た
学
生
か
ら
は「
参
加
す

る
ま
で
は
興
味
は
な
か
っ
た
面
白

そ
う
な
会
社
に
出
会
え
た
。
今
度
、

そ
の
企
業
の
単
独
の
会
社
説
明
会

に
参
加
す
る
。
こ
れ
こ
そ
合
説
だ
か

ら
こ
そ
の
出
会
い
だ
と
思
う
。」「
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
岡
山

を
離
れ
て
い
る
学
生
に
は
あ
り
が

た
い
。」な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
企
業
の
担
当
者
か
ら
は
、

「
い
い
学
生
に
出
会
え
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
に
慣
れ
て
い
た
が
対
面
な
ら

で
は
の
良
さ
も
実
感
し
た
。」「
対
面

と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
両
方
で
行
え
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し

た
説
明
会
が
で
き
た
と
思
う
。」な

ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
令
和
5
年
度
も
合
同
企
業

説
明
会
を
開
催
予
定
と
し
て
お
り

ま
す
。

　
　
　
　  （
組
織
支
援
課
　
板
谷
）

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
岡
山
県
・Ｇ
７
倉

敷
労
働
雇
用
大
臣
会
合
推
進
協
議
会
の
委

託
を
受
け
、「
働
く
こ
と
」を
テ
ー
マ
に
去
る

3
月
14
日
、「
G
7
倉
敷
労
働
雇
用
大
臣
会

合
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
は
加
藤
厚
生
労
働
大

臣
か
ら「
労
働
雇
用
大
臣
会
合
で
は
、『
人

へ
の
投
資
』
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ・Ｇ
Ｘ
に
よ

る
産
業
構
造
変
化
へ
の
対
応
や
、
高
齢
者
、

障
害
者
、
女
性
な
ど
様
々
な
属
性
の
方
が

意
欲
と
能
力
に
応
じ
て
活
躍
で
き
る
働
き

や
す
い
環
境
の
整
備
、
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
の
向
上
と
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー

ク
の
推
進
等
に
つ
い
て
Ｇ
７
の
閣
僚
間
で

議
論
を
行
い
ま
す
。
議
長
国
と
し
て
日
本

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
示
し
て
ま
い
り
ま

す
。（
一
部
抜
粋
）」と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

〝
働
く
こ
と
〞を
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
基
調
講
演
２
題

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
伊
原
木
岡
山
県
知

事
の
挨
拶
に
続
き
、
第
１
部
は
、
元
N
H
K

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
三
宅

民
夫
氏
が
、「
人
生
1
0
0
年
時
代
、
し
な

や
か
に
生
き
抜
く
た
め
に
」と
題
し
て
講

演
、
第
２
部
は
、
㈱
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
小
室
淑
恵
氏

か
ら「
み
ん
な
が
輝
く
働
き
方
〜
こ
れ
か

ら
の
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
の
視
点
〜
」と

題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
三
宅
民
夫
氏
は
、
働
く
上
で
健
康
管
理

の
大
切
さ
や
、
年
齢
で
区
切
ら
な
い
生
き

方
が
大
切
で
あ
り
、
高
齢
者
世
代
に
は「
柔

軟
な
生
き
方
を
」、
働
き
盛
り
世
代
に
は

「
持
ち
運
べ
る
独
自
の
ス
キ
ル
を
」、
若
い

人
に
は「
自
分
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
」、

人
生
1
0
0
年
時
代
は「
心
と
言
葉
の
時

代
」に
な
る
と
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
室
淑
恵
氏
は
、
日
本
は
週
49
時
間
以

上
の
就
業
者
比
率
が
20
・
9
％
と
Ｇ
７
で

最
も
高
い
と
す
る
統
計
が
あ
り
、
あ
と
1

時
間
寝
る
と
国
民
一
人
当
た
り
G
D
P
の

向
上
、
利
益
率
の
向
上
、
生
産
性
向
上
、

ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
、
メ
ン

タ
ル
疾
患
罹
患
率
低
下
、
過
労
死
・
過
労
自

殺
防
止
な
ど
の
効
果
が
あ
り
、
他
国
で
は
、

睡
眠
は
国
家
戦
略
と
な
っ
て
い
る
と
紹
介
。

ま
た
、
高
い
生
産
性
に
は「
有
能
な
人
材
」

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」よ
り
も
従
業
員
の「
心

理
的
安
全
性
が
高
い
」環
境
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
上
で
、

ま
ず
は
経
営
陣
か
ら
の
勤
務
間
イ
ン
タ
ー

バ
ル
の
推
進
を
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

 

参
加
者
の
声

•
年
齢
で
区
切
ら
な
い
生
き
方
が
出
来
た

ら
良
い
な
と
思
っ
た
。

•
人
生
1
0
0
年
時
代
を
健
康
に
活
き
活

き
と
ワ
ク
ワ
ク
感
を
持
ち
な
が
ら
、
生

き
抜
い
て
い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
い
た

だ
い
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

•
人
生
1
0
0
年
時
代
と
い
え
る
現
代
で
、

い
わ
ゆ
る
現
役
世
代
を
過
ぎ
て
も
自
分

ら
し
く
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
き
て
い

け
る
よ
う
に
、
今
か
ら
自
分
自
身
の
可

能
性
を
広
げ
る
こ
と
を
意
識
し
て
過
ご

し
て
い
こ
う
と
思
っ
た
。

•
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
と
７
時
間
睡
眠

の
推
進
を
、
社
内
で
提
言
し
て
行
き
た

い
。

•
人
口
オ
ー
ナ
ス
を
中
心
と
し
た
労
働
環

境
変
化
の
説
明
が
大
変
分
か
り
や
す

か
っ
た
。

•
最
初
か
ら
最
後
ま
で
す
べ
て
聞
き
逃
す

こ
と
が
で
き
な
い
と
て
も
有
意
義
な
内

容
だ
っ
た
。
と
に
か
く
共
感
し
か
な
い
。

自
社
で
も
ど
こ
か
ら
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
か
真
剣
に
考
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　 

（
組
織
支
援
課
　
板
谷
）

G
7
倉
敷
労
働
雇
用
大
臣
会
合
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
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協
同
組
合
連
合
会
岡
山
市
表
町
商
店
街

連
盟（
以
下
、
表
町
商
店
街
）の
、「
第
18
回

ま
ち
ゼ
ミ
表
町
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ま
ち
ゼ
ミ
は
、
各
商
店
主
や
店
員
が
講

師
と
な
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
ミ
ニ

講
座
を
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
。
第
18
回
目

と
な
る
今
回
の
開
催
で
は「
鍵
盤
ハ
ー
モ

ニ
カ
で
ア
ン
サ
ン
ブ
ル（
大
人
編
）」や

「
知
っ
て
得
す
る
ウ
イ
ス
キ
ー
の
エ
ト
セ
ト

ラ
」、「
絵
本
を
使
っ
て
文
章
題
を
読
め
る

子
を
育
て
よ
う（
小
学
生
を
参
加
対
象
と

す
る
キ
ッ
ズ
講
座
）」等
々
、
全
67
種
類
の

講
座
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
店
主
・
店
員
の
人
柄
や
店
の
雰
囲
気
を

感
じ
て
も
ら
い
、
お
店
の
フ
ァ
ン
づ
く
り

に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
た
め
、
受
講
料
は
無
料（
一
部
、
材

料
費
が
必
要
な
講
座
あ
り
）と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
人
気
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
企
画
も
引
き

続
き
実
施
。
ま
ち
ゼ
ミ
表
町
の
講
座
を
3

つ
以
上
体
験
し
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
方

を
対
象
に
、
ア
ロ
マ
フ
ラ
ワ
ー
ス
ト
ー
ン

（
5
名
）や
靴
磨
き
用
ミ
ニ
ブ
ラ
シ（
10
名
）

な
ど
、
ま
ち
ゼ
ミ
参
加
店
提
供
の
景
品
が

抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

　
各
講
座
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
表
町

商
店
街
の
H
P
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
開
催
期
間

　
4
月
22
日（
土
）〜
5
月
28
日（
日
）

●
開
催
場
所

　
表
町
商
店
街
の
各
店
舗

●
講
座
時
間

　
60
分
〜
90
分

●
受
講
料

　
無
料（
一
部
、材
料
費
が
必
要
な
講
座
あ
り
）

●
講
座
数
　
　

　
全
67
講
座（
38
店
舗
）

●
そ
の
他
詳
細

　
表
町
商
店
街
H
P
に
掲
載
予
定
で
す
。

　http://om
otecho.or.jp/

「
第
18
回
ま
ち
ゼ
ミ
表
町
」の
ご
案
内

協
同
組
合
連
合
会
岡
山
市
表
町
商
店
街
連
盟

第
2
ま
ち
な
か
博
物
館
開
館

協
同
組
合
津
山
銀
天
街

　
去
る
3
月
25
日
、
協
同
組
合
津
山
銀
天

街
に
隣
接
す
る
元
魚
町
商
店
街
内
に
第
2

ま
ち
な
か
博
物
館
が
開
館
し
ま
し
た
。

　
第
2
ま
ち
な
か
博
物
館
は
、「
津
山
ま
ち

づ
く
り
倶
楽
部
」を
中
心
に
県
内
の
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
収
集
家
た
ち
の
協
力
を
得
て
、

様
々
な
物
品
の
展
示
・
販
売
を
行
う
銀
天

街
内
の
博
物
館
。
歴
史
資
料
物
や
各
時
代

の
調
度
品
だ
け
で
な
く
、B’z

コ
ー
ナ
ー
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
、
合
計
で
約
3
0
0

点
の
物
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
津
山
銀
天
街
は
、
津
山
市
中
心
市
街
地

に
あ
り
、
ア
ル
ネ
津
山
か
ら
北
へ
続
く
約

50
m
と
西
へ
続
く
約
20
m
の
商
店
街
で

す
。お
宝
鑑
定
会
や
模
擬
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、

金
曜
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
実
施
し
、
商
店

街
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。
ま
ち
な
か
博
物
館
は
も
と
も
と
、
隣

接
す
る
商
店
街
内
の
食
品
ス
ー
パ
ー
2
階

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
建
物
の
老

朽
化
に
伴
い
ス
ー
パ
ー
が
退
店
。
場
所
を

津
山
銀
天
街
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
に
移

し
、
規
模
を
縮
小
し
て
運
営
し
て
い
ま
し

た
が
、
所
有
者
の
都
合
で
場
所
を
移
転
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
運
よ
く
、
旧
マ

ル
イ
本
店
前
に
広
い
ス
ペ
ー
ス
の
空
き
店

舗
が
で
き
た
の
で
、
第
2
ま
ち
な
か
博
物

館
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
開
館
に
合
わ
せ
て
、
3
月
25
日
、
4
月

1
日
に
は
、「
第

8
回
城
下
骨
董

市
」を
開
催
。
津

山
ま
ち
づ
く
り

倶
楽
部
の
メ
ン

バ
ー
の
秘
蔵
の

物
品
も
並
び
、

骨
董
フ
ァ
ン
や

地
域
住
民
が
お

気
に
入
り
の
一

品
を
求
め
て
多

数
訪
れ
ま
し
た
。

　
組
合
の
代
表
理
事
、
出
口
剛
三
氏
は

「
津
山
市
長
が
掲
げ
る『
ま
ち
じ
ゅ
う
博

物
館
構
想
』を
も
と
に
、
津
山
市
で
は
歴

史
や
文
化
、
芸
術
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス

を
活
か
し
て
来
街
者
を
増
や
す
べ
く
、
ま

ち
な
か
博
物
館
を
活
用
し
た
賑
わ
い
づ
く

り
に
よ
り
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　（
組
織
支
援
課
　
形
山
）

●
第
2
ま
ち
な
か
博
物
館

•
開
館
日
時
：
毎
週
土
曜
日 

11
時
〜
15
時

•
場
所
：
津
山
市
元
魚
町
65

※
入
館
料
は
無
料
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
協
同
組
合
津
山
銀
天
街

　
T
E
L
：
0
9
0
‐
3
1
7
5
‐
7
5
3
5

　去
る
3
月
16
日
、
令
和
４
年
度
情
報
連
絡
員
会
議

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
情
報
連
絡
員
は
、
全
国
中
央
会
と
岡
山
県
中
央
会

が
中
小
企
業
に
関
す
る
景
況
等
の
情
報
収
集
・
提
供
等

を
行
う
た
め
、
事
業
協
同
組
合
の
役
職
員
等
に
就
任

を
依
頼
し
て
い
る
連
絡
員
で
す
。
連
絡
員
か
ら
は
各

業
界
の
景
況
感
等
に
つ
い
て
、
毎
月
報
告
を
頂
い
て

お
り
、
そ
の
内
容
は
本
誌
に
も
情
報
連
絡
員
レ
ポ
ー

ト
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
会
議
に
は
情
報
連
絡
員
17
名
が
参
加
。
2
0
2
2

年
度
を
通
し
た
業
界
状
況
と
2
0
2
3
年
度
の
見
通

し
、
組
合
・
組
合
員
の
取
組
事
例
な
ど
に
つ
い
て
情
報

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
業
界
状
況
や
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
や
仕
入
価
格
の
高
騰
を
要
因
に
、
厳
し

い
状
況
が
続
く
と
い
う
声
や
、
今
後
の
人
材
確
保
を

不
安
視
す
る
声
が
多
く
挙
が
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
高
付
加
価
値
商
品
の
販
路
拡
大
を
目
指

し
た
展
示
会
や
、
高
校
教
員
に
組
合
員
の
工
場
を
見

学
し
て
も
ら
う
取
組
、
工
業
高
校
生
な
ど
を
対
象
に

し
た
ゼ
ロ
ハ
ン
カ
ー
レ
ー
ス
な
ど
の
取
組
に
つ
い
て

の
情
報
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
岡
山
県
中
央
会
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
、
逆
境
に
屈

せ
ず
前
向
き
に
挑
戦
す
る
取
組
事
例
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
本
誌
等
を
通
し
て
情
報
発
信
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
組
織
支
援
課
　
藤
田
）

情
報
連
絡
員
会
議
を
開
催

景
況
感
や
、原
油
高
・
人
材
不
足
等
に

対
す
る
取
組
を
情
報
共
有

若
手
経
営
者
等
の
大
交
流
会

「
第
18
回OLa

」の
ご
案
内

　お
か
や
ま
ロ
ー
カ
ル
ア
ソ
シ
エ
イ
ト（O

La

（
オ
ラ
））

は
2
0
1
2
年
に
、
当
時
の
岡
山
県
の
商
工
会
議
所
青

年
部
連
合
会
、
商
工
会
青
年
部
連
合
会
、
青
年
中
央
会

の
若
手
経
営
者
ら
に
よ
り「
所
属
団
体
の
垣
根
を
越
え

て
、
若
手
経
営
者
等
が
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
場
」と
し

て
発
足
。
３
団
体
へ
の
所
属
の
有
無
も
関
係
な
く
、
ど

な
た
で
も
広
く
参
加
が
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
18
回
と
な
る
今
回
は
、中
小
企
業
庁
の
角
野
然
生
長

官
と
、高
校
サ
ッ
カ
ー
日
本
一
に
輝
い
た
岡
山
学
芸
館
高

等
学
校
の
森
健
太
郎
校
長
を
招
聘
し
た
基
調
講
演
を
行

い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
若
手
経
営
者
等
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
計
24
組
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
に
よ

る
プ
レ
ゼ
ン
大
会
な
ど
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、他

で
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時

　
4
月
15
日（
土
）13
時
〜
19
時（
受
付
12
時
30
分
）

●
会
場

　
岡
山
学
芸
館
高
等
学
校

　（
岡
山
市
東
区
西
大
寺
上
１
丁
目
19
‐
19
）

●
参
加
費

　
登
録
料
1
0
0
0
円
、
懇
親
会
費
3
0
0
0
円

　（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

●
大
会
内
容

　
13
時
〜
13
時
30
分
　
　
　
定
例
会

　
13
時
30
分
〜
14
時
30
分
　
基
調
講
演

　
14
時
50
分
〜
15
時
40
分
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
16
時
〜
17
時
10
分
　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
大
会

　
17
時
30
分
〜
19
時
　
　
　
交
流
懇
親
会

●
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
U
R
L

　https://form
.run/@

ola-okayam
a-18

●
問
い
合
わ
せ
先

　
組
織
支
援
課
　
黒
田
・
藤
田

　
T
E
L
：
0
8
6
‐
2
2
4
‐
2
2
4
5

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
働
き
方
改
革
関
連
法
な
ど

の
労
働
法
制
、
民
法
改
正
等
の
制
度
変
更
等
に
よ
っ

て
求
め
ら
れ
る
対
応
や
、
制
度
改
正
に
対
応
し
た
事

業
継
続
力
強
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
な
ど
に
取
り
組

む
中
小
企
業
組
合
及
び
組
合
員
企
業
等
に
対
し
、
専

門
家
を
派
遣
し
て
支
援
し
ま
す
。

　
是
非
と
も
こ
の
機
会
に
専
門
家
を
ご
活
用
い
た
だ

き
、
課
題
解
決
へ
の
糸
口
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
組
合
及
び
組
合
員
企
業
の
方
で
、
専
門
家
の
派
遣

を
ご
希
望
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
岡
山
県
中
央
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
活
用
事
例

•
労
働
法
制
、
民
法
等
の
制
度
改
正
へ
の
対
応
の
た
め

の
社
会
保
険
労
務
士
、
弁
護
士
等
の
専
門
家
派
遣

•
制
度
改
正
に
対
応
し

た
事
業
承
継
支
援
の

た
め
の
公
認
会
計
士
、

税
理
士
、
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
等
の
専

門
家
派
遣

●
派
遣
期
限

　
2
0
2
3
年
12
月
中

●
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
県
中
央
会
　
組
織
支
援
課

　
T
E
L
：
0
8
6
‐
2
2
4
‐
2
2
4
5

制
度
改
正
に
伴
う

専
門
家
派
遣
の
お
知
ら
せ

（
組
織
支
援
課
　
藤
田
）
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中
央
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お
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や
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2
0
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4
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中
央
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お
か
や
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2
0
2
3
年
4
月
号

組合クローズアップ
組合クローズアップ

中央会News
中央会News

　
協
同
組
合
連
合
会
岡
山
市
表
町
商
店
街

連
盟（
以
下
、
表
町
商
店
街
）の
、「
第
18
回

ま
ち
ゼ
ミ
表
町
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ま
ち
ゼ
ミ
は
、
各
商
店
主
や
店
員
が
講

師
と
な
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
ミ
ニ

講
座
を
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
。
第
18
回
目

と
な
る
今
回
の
開
催
で
は「
鍵
盤
ハ
ー
モ

ニ
カ
で
ア
ン
サ
ン
ブ
ル（
大
人
編
）」や

「
知
っ
て
得
す
る
ウ
イ
ス
キ
ー
の
エ
ト
セ
ト

ラ
」、「
絵
本
を
使
っ
て
文
章
題
を
読
め
る

子
を
育
て
よ
う（
小
学
生
を
参
加
対
象
と

す
る
キ
ッ
ズ
講
座
）」等
々
、
全
67
種
類
の

講
座
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
店
主
・
店
員
の
人
柄
や
店
の
雰
囲
気
を

感
じ
て
も
ら
い
、
お
店
の
フ
ァ
ン
づ
く
り

に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
た
め
、
受
講
料
は
無
料（
一
部
、
材

料
費
が
必
要
な
講
座
あ
り
）と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
人
気
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
企
画
も
引
き

続
き
実
施
。
ま
ち
ゼ
ミ
表
町
の
講
座
を
3

つ
以
上
体
験
し
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
方

を
対
象
に
、
ア
ロ
マ
フ
ラ
ワ
ー
ス
ト
ー
ン

（
5
名
）や
靴
磨
き
用
ミ
ニ
ブ
ラ
シ（
10
名
）

な
ど
、
ま
ち
ゼ
ミ
参
加
店
提
供
の
景
品
が

抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

　
各
講
座
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
表
町

商
店
街
の
H
P
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
開
催
期
間

　
4
月
22
日（
土
）〜
5
月
28
日（
日
）

●
開
催
場
所

　
表
町
商
店
街
の
各
店
舗

●
講
座
時
間

　
60
分
〜
90
分

●
受
講
料

　
無
料（
一
部
、材
料
費
が
必
要
な
講
座
あ
り
）

●
講
座
数
　
　

　
全
67
講
座（
38
店
舗
）

●
そ
の
他
詳
細

　
表
町
商
店
街
H
P
に
掲
載
予
定
で
す
。

　http://om
otecho.or.jp/

「
第
18
回
ま
ち
ゼ
ミ
表
町
」の
ご
案
内

協
同
組
合
連
合
会
岡
山
市
表
町
商
店
街
連
盟

第
2
ま
ち
な
か
博
物
館
開
館

協
同
組
合
津
山
銀
天
街

　
去
る
3
月
25
日
、
協
同
組
合
津
山
銀
天

街
に
隣
接
す
る
元
魚
町
商
店
街
内
に
第
2

ま
ち
な
か
博
物
館
が
開
館
し
ま
し
た
。

　
第
2
ま
ち
な
か
博
物
館
は
、「
津
山
ま
ち

づ
く
り
倶
楽
部
」を
中
心
に
県
内
の
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
収
集
家
た
ち
の
協
力
を
得
て
、

様
々
な
物
品
の
展
示
・
販
売
を
行
う
銀
天

街
内
の
博
物
館
。
歴
史
資
料
物
や
各
時
代

の
調
度
品
だ
け
で
な
く
、B’z

コ
ー
ナ
ー
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
、
合
計
で
約
3
0
0

点
の
物
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
津
山
銀
天
街
は
、
津
山
市
中
心
市
街
地

に
あ
り
、
ア
ル
ネ
津
山
か
ら
北
へ
続
く
約

50
m
と
西
へ
続
く
約
20
m
の
商
店
街
で

す
。お
宝
鑑
定
会
や
模
擬
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、

金
曜
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
実
施
し
、
商
店

街
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。
ま
ち
な
か
博
物
館
は
も
と
も
と
、
隣

接
す
る
商
店
街
内
の
食
品
ス
ー
パ
ー
2
階

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
建
物
の
老

朽
化
に
伴
い
ス
ー
パ
ー
が
退
店
。
場
所
を

津
山
銀
天
街
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
に
移

し
、
規
模
を
縮
小
し
て
運
営
し
て
い
ま
し

た
が
、
所
有
者
の
都
合
で
場
所
を
移
転
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
運
よ
く
、
旧
マ

ル
イ
本
店
前
に
広
い
ス
ペ
ー
ス
の
空
き
店

舗
が
で
き
た
の
で
、
第
2
ま
ち
な
か
博
物

館
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
開
館
に
合
わ
せ
て
、
3
月
25
日
、
4
月

1
日
に
は
、「
第

8
回
城
下
骨
董

市
」を
開
催
。
津

山
ま
ち
づ
く
り

倶
楽
部
の
メ
ン

バ
ー
の
秘
蔵
の

物
品
も
並
び
、

骨
董
フ
ァ
ン
や

地
域
住
民
が
お

気
に
入
り
の
一

品
を
求
め
て
多

数
訪
れ
ま
し
た
。

　
組
合
の
代
表
理
事
、
出
口
剛
三
氏
は

「
津
山
市
長
が
掲
げ
る『
ま
ち
じ
ゅ
う
博

物
館
構
想
』を
も
と
に
、
津
山
市
で
は
歴

史
や
文
化
、
芸
術
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス

を
活
か
し
て
来
街
者
を
増
や
す
べ
く
、
ま

ち
な
か
博
物
館
を
活
用
し
た
賑
わ
い
づ
く

り
に
よ
り
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　（
組
織
支
援
課
　
形
山
）

●
第
2
ま
ち
な
か
博
物
館

•
開
館
日
時
：
毎
週
土
曜
日 

11
時
〜
15
時

•
場
所
：
津
山
市
元
魚
町
65

※
入
館
料
は
無
料
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
協
同
組
合
津
山
銀
天
街

　
T
E
L
：
0
9
0
‐
3
1
7
5
‐
7
5
3
5

　去
る
3
月
16
日
、
令
和
４
年
度
情
報
連
絡
員
会
議

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
情
報
連
絡
員
は
、
全
国
中
央
会
と
岡
山
県
中
央
会

が
中
小
企
業
に
関
す
る
景
況
等
の
情
報
収
集
・
提
供
等

を
行
う
た
め
、
事
業
協
同
組
合
の
役
職
員
等
に
就
任

を
依
頼
し
て
い
る
連
絡
員
で
す
。
連
絡
員
か
ら
は
各

業
界
の
景
況
感
等
に
つ
い
て
、
毎
月
報
告
を
頂
い
て

お
り
、
そ
の
内
容
は
本
誌
に
も
情
報
連
絡
員
レ
ポ
ー

ト
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
会
議
に
は
情
報
連
絡
員
17
名
が
参
加
。
2
0
2
2

年
度
を
通
し
た
業
界
状
況
と
2
0
2
3
年
度
の
見
通

し
、
組
合
・
組
合
員
の
取
組
事
例
な
ど
に
つ
い
て
情
報

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
業
界
状
況
や
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
や
仕
入
価
格
の
高
騰
を
要
因
に
、
厳
し

い
状
況
が
続
く
と
い
う
声
や
、
今
後
の
人
材
確
保
を

不
安
視
す
る
声
が
多
く
挙
が
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
高
付
加
価
値
商
品
の
販
路
拡
大
を
目
指

し
た
展
示
会
や
、
高
校
教
員
に
組
合
員
の
工
場
を
見

学
し
て
も
ら
う
取
組
、
工
業
高
校
生
な
ど
を
対
象
に

し
た
ゼ
ロ
ハ
ン
カ
ー
レ
ー
ス
な
ど
の
取
組
に
つ
い
て

の
情
報
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
岡
山
県
中
央
会
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
、
逆
境
に
屈

せ
ず
前
向
き
に
挑
戦
す
る
取
組
事
例
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
本
誌
等
を
通
し
て
情
報
発
信
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
組
織
支
援
課
　
藤
田
）

情
報
連
絡
員
会
議
を
開
催

景
況
感
や
、原
油
高
・
人
材
不
足
等
に

対
す
る
取
組
を
情
報
共
有

若
手
経
営
者
等
の
大
交
流
会

「
第
18
回OLa

」の
ご
案
内

　お
か
や
ま
ロ
ー
カ
ル
ア
ソ
シ
エ
イ
ト（O

La

（
オ
ラ
））

は
2
0
1
2
年
に
、
当
時
の
岡
山
県
の
商
工
会
議
所
青

年
部
連
合
会
、
商
工
会
青
年
部
連
合
会
、
青
年
中
央
会

の
若
手
経
営
者
ら
に
よ
り「
所
属
団
体
の
垣
根
を
越
え

て
、
若
手
経
営
者
等
が
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
場
」と
し

て
発
足
。
３
団
体
へ
の
所
属
の
有
無
も
関
係
な
く
、
ど

な
た
で
も
広
く
参
加
が
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
18
回
と
な
る
今
回
は
、中
小
企
業
庁
の
角
野
然
生
長

官
と
、高
校
サ
ッ
カ
ー
日
本
一
に
輝
い
た
岡
山
学
芸
館
高

等
学
校
の
森
健
太
郎
校
長
を
招
聘
し
た
基
調
講
演
を
行

い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
若
手
経
営
者
等
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
計
24
組
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
に
よ

る
プ
レ
ゼ
ン
大
会
な
ど
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、他

で
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時

　
4
月
15
日（
土
）13
時
〜
19
時（
受
付
12
時
30
分
）

●
会
場

　
岡
山
学
芸
館
高
等
学
校

　（
岡
山
市
東
区
西
大
寺
上
１
丁
目
19
‐
19
）

●
参
加
費

　
登
録
料
1
0
0
0
円
、
懇
親
会
費
3
0
0
0
円

　（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

●
大
会
内
容

　
13
時
〜
13
時
30
分
　
　
　
定
例
会

　
13
時
30
分
〜
14
時
30
分
　
基
調
講
演

　
14
時
50
分
〜
15
時
40
分
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
16
時
〜
17
時
10
分
　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
大
会

　
17
時
30
分
〜
19
時
　
　
　
交
流
懇
親
会

●
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
U
R
L

　https://form
.run/@

ola-okayam
a-18

●
問
い
合
わ
せ
先

　
組
織
支
援
課
　
黒
田
・
藤
田

　
T
E
L
：
0
8
6
‐
2
2
4
‐
2
2
4
5

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
働
き
方
改
革
関
連
法
な
ど

の
労
働
法
制
、
民
法
改
正
等
の
制
度
変
更
等
に
よ
っ

て
求
め
ら
れ
る
対
応
や
、
制
度
改
正
に
対
応
し
た
事

業
継
続
力
強
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
な
ど
に
取
り
組

む
中
小
企
業
組
合
及
び
組
合
員
企
業
等
に
対
し
、
専

門
家
を
派
遣
し
て
支
援
し
ま
す
。

　
是
非
と
も
こ
の
機
会
に
専
門
家
を
ご
活
用
い
た
だ

き
、
課
題
解
決
へ
の
糸
口
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
組
合
及
び
組
合
員
企
業
の
方
で
、
専
門
家
の
派
遣

を
ご
希
望
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
岡
山
県
中
央
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
活
用
事
例

•
労
働
法
制
、
民
法
等
の
制
度
改
正
へ
の
対
応
の
た
め

の
社
会
保
険
労
務
士
、
弁
護
士
等
の
専
門
家
派
遣

•
制
度
改
正
に
対
応
し

た
事
業
承
継
支
援
の

た
め
の
公
認
会
計
士
、

税
理
士
、
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
等
の
専

門
家
派
遣

●
派
遣
期
限

　
2
0
2
3
年
12
月
中

●
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
県
中
央
会
　
組
織
支
援
課

　
T
E
L
：
0
8
6
‐
2
2
4
‐
2
2
4
5

制
度
改
正
に
伴
う

専
門
家
派
遣
の
お
知
ら
せ

（
組
織
支
援
課
　
藤
田
）



●新規のスポット受注があり操業度は高い。他量販店も前年並みの動き。スーパーマーケットトレードショーに外国人バ
イヤーが戻ってきた。主原料のもち米は希望通り調達可能の様子。段ボールは３月、４月の値上げ実施だが種類によって
は再交渉する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《米菓》

●ロシアによるウクライナ侵攻は歴史的な事変となっている。それに伴いエネルギー資源の供給を他国に頼る我が国は、
燃料費はむろん、とりわけ原材料費は、著しく当たり前の如く高騰している。それにより我々中小企業の粗利率は、コロ
ナ禍以前の水準確保に影響が出始めている。ただ、３年に及ぶコロナ禍を堪え忍んだ観光業・宿泊業、さらに多くの飲食
店の回復力は著しく、業務用商材の販売回復が顕著となり、安定した製造推移が見込まれている。今後は、人材育成もさ
ながら人材確保という点も含めコロナ禍後の将来を見据えた経営への舵取りが必要になると思われる。  　　　　 《醤油》

●蔵開きも飲食を伴うかたちで復活し賑わいを取り戻しつつあるが、コロナ禍前には及ばない。　　　　　　　　  《酒造》

●欧米の金融引き締めやウクライナ侵攻によるエネルギー代の高騰で、順調だった輸出の状況が減速・悪化している。エ
ネルギー価格の高騰もあり今後厳しい経営状況が懸念される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《織物業・井原》
●帆布製造大手の廃業(事業転換)で今月以降、生産は特に昨年比減少となる。　　　　　　　　　　　　　  《織物業・県》

●あらゆる住宅関連商品の値上げの中で、新設住宅着工戸数の推移は不透明な状況となってきている。　　　　《製材・県》

●昨年と比較して売上高は横ばい状態が続いているが、印刷資材の値上がり・配送コスト高により収益は厳しい状況であ
る。新規採用・中途採用など人の面も厳しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《出版・印刷》

●売上は徐々に回復してきてはいるものの、原材料価格、エネルギー価格などの上昇、高止まりは続き、収益的にはなか
なか回復に至らない状況。組合員の中でも取引先によって業績はまちまちではあるものの、総じて同様の影響は変わら
ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ゴム》
　
●特に大きな変化は見られない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《ブロック》

●原材料・エネルギー高により収益を圧迫している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《機械装置・東岡山》
●電気料金・ガス類・油・梱包材等の原料価格が高騰している。価格の交渉をしていく。　　　　　　　　　　《鉄工・津山》
●原材料費・電気代等の高騰による経費増の部分を、すべて製品価格に上乗せすることがなかなか困難で、収益の悪化につな
がっている。電気料金については、2月分から9月分まで1kw当たり3.5円補助されるが、焼け石に水である。《鉄工・岡山》
●前年比で業績は何とか横ばいを維持しているが、電気代等の大幅値上げ継続により、来期業績は下降傾向になるだろう
との意見が多い。そういった中ではあるが、組合員Ａ社は工場増設に先だって、駐車場の新規造成工事に着手している。
また、B社もまもなく工場増設に着手し、８月完成を目指す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《工作機械・総社》
●1人採用（中途）でき、これから社内教育をしていくが定着が課題。　　　　　　　　　　　　　　　　《工作機械・井笠》

●1月同様原油高によるインフレと寒さのため需要の伸びがなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《畳》
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2
0
2
3
年
4
月
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食料品

繊維工業

木材・木製品

化学・ゴム

窯業・土石製品

一般機器

その他

印刷　

製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

設
備
操
業
度

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

食料品 味噌
米菓

製粉・製麺
醤油
酒造

繊維工業 織物業・井原
織物業・県
アパレル・県
アパレル・津山

木材・
木製品

製材・県
合板

印刷 出版・印刷
製本

化学・ゴム ゴム
プラスチック製品

窯業・
土石製品

生コンクリート
石灰
ブロック

鉄鋼・金属 鋳物
鉄鋼

一般機器 機械器具・東岡山
鉄工・津山
鉄工・岡山
工作機械・総社
工作機械・井笠
工作機械・美作

輸送機器 造船関連
自動車

その他 畳

非 製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

卸売業 機械・工具
電設資材
青果
木材
水産物

小売業 石油
共同店舗
中古自動車
自動二輪
家具

商店街 商店街・岡山
商店街・津山
商店街・倉敷

サービス業 自動車整備 ―
医療・柔道整復師 ―
旅館・ホテル ―
テント ―
異業種 ―
リサイクル ―

建設業 住宅リフォーム ―
看板工事 ―
土木工事 ―
管工事 ―
防水工事 ―

運輸業 バス ―
タクシー ―
トラック ―
倉庫業 ―

その他 信用組合 ―

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人員 業界の景況

全　　体 12.1　    　      
（− 8.6）

9.5　    　      
（9.5）

27.6　    　      
（25.9）

−12.1　    　      
（−10.3）

− 34.5　    　      
（− 50.0）

−10.3　    　      
（−15.5）

6.9　    　      
（− 3.4）

0.0　    　      
（−1.7）

−15.5　    　      
（− 22.4）

製 造 業 3.4　    　      
（−10.3）

13.8　    　      
（17.2）

44.8　    　      
（37.9）

−10.3　    　      
（−10.3）

− 55.2　    　      
（− 51.7）

−10.3　    　      
（−13.8）

6.9　    　      
（− 3.4）

3.4　    　      
（0.0）

− 20.7　    　      
（−17.2）

非製造業 20.7　    　      
（− 6.9）

0.0　    　      
（−7.7）

10.3　    　      
（13.8）

−13.8　    　      
（−10.3）

−13.8　    　      
（− 48.3）

−10.3　    　      
（−17.2）

− 3.4　    　      
（− 3.4）

−10.3　    　      
（− 27.6）

情報連絡員レポート

岡山県業界天気図

景況DI値

（注）DI とは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。

2 月分

（ ）内数字は前月の数値です。

業界の景況感（前年同月比）　　 3         43       12　　　　　 増加・上昇・好転　　　変らず　　　減少・下落・悪化

受
付



●新規のスポット受注があり操業度は高い。他量販店も前年並みの動き。スーパーマーケットトレードショーに外国人バ
イヤーが戻ってきた。主原料のもち米は希望通り調達可能の様子。段ボールは３月、４月の値上げ実施だが種類によって
は再交渉する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《米菓》

●ロシアによるウクライナ侵攻は歴史的な事変となっている。それに伴いエネルギー資源の供給を他国に頼る我が国は、
燃料費はむろん、とりわけ原材料費は、著しく当たり前の如く高騰している。それにより我々中小企業の粗利率は、コロ
ナ禍以前の水準確保に影響が出始めている。ただ、３年に及ぶコロナ禍を堪え忍んだ観光業・宿泊業、さらに多くの飲食
店の回復力は著しく、業務用商材の販売回復が顕著となり、安定した製造推移が見込まれている。今後は、人材育成もさ
ながら人材確保という点も含めコロナ禍後の将来を見据えた経営への舵取りが必要になると思われる。  　　　　 《醤油》

●蔵開きも飲食を伴うかたちで復活し賑わいを取り戻しつつあるが、コロナ禍前には及ばない。　　　　　　　　  《酒造》

●欧米の金融引き締めやウクライナ侵攻によるエネルギー代の高騰で、順調だった輸出の状況が減速・悪化している。エ
ネルギー価格の高騰もあり今後厳しい経営状況が懸念される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《織物業・井原》
●帆布製造大手の廃業(事業転換)で今月以降、生産は特に昨年比減少となる。　　　　　　　　　　　　　  《織物業・県》

●あらゆる住宅関連商品の値上げの中で、新設住宅着工戸数の推移は不透明な状況となってきている。　　　　《製材・県》

●昨年と比較して売上高は横ばい状態が続いているが、印刷資材の値上がり・配送コスト高により収益は厳しい状況であ
る。新規採用・中途採用など人の面も厳しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《出版・印刷》

●売上は徐々に回復してきてはいるものの、原材料価格、エネルギー価格などの上昇、高止まりは続き、収益的にはなか
なか回復に至らない状況。組合員の中でも取引先によって業績はまちまちではあるものの、総じて同様の影響は変わら
ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ゴム》
　
●特に大きな変化は見られない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《ブロック》

●原材料・エネルギー高により収益を圧迫している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《機械装置・東岡山》
●電気料金・ガス類・油・梱包材等の原料価格が高騰している。価格の交渉をしていく。　　　　　　　　　　《鉄工・津山》
●原材料費・電気代等の高騰による経費増の部分を、すべて製品価格に上乗せすることがなかなか困難で、収益の悪化につな
がっている。電気料金については、2月分から9月分まで1kw当たり3.5円補助されるが、焼け石に水である。《鉄工・岡山》

●前年比で業績は何とか横ばいを維持しているが、電気代等の大幅値上げ継続により、来期業績は下降傾向になるだろう
との意見が多い。そういった中ではあるが、組合員Ａ社は工場増設に先だって、駐車場の新規造成工事に着手している。
また、B社もまもなく工場増設に着手し、８月完成を目指す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《工作機械・総社》
●1人採用（中途）でき、これから社内教育をしていくが定着が課題。　　　　　　　　　　　　　　　　《工作機械・井笠》

●1月同様原油高によるインフレと寒さのため需要の伸びがなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《畳》
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④
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●利益率は向上している。物不足・仕入価格の高騰などの悪影響をどれだけ吸収出来るかが課題となる。　　　 《機械・工具》
●取扱量、価格とも前年並みで推移している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《青果》
●コロナ禍の真最中だった昨年と比べると改善があった。但し、仕入高上昇や借入金返済の考慮が必要。　　 　　 《水産物》

●新型コロナウイルス感染症の制約が解けた後の顧客動向に期待したい。　　　　　　　　　　　　　　　　　《自動二輪》
●2月に関しては、中旬頃から新型コロナウイルス感染者数の減少を維持しているが、国内すべてがインフレ傾向にあり、尚
且つ1月10日から再スタートしている旅行支援により、我々の業界には生活者の可処分所得が廻ってこない状況が続いて
いると考えられる。また、販売価格も比較的安価になってきている事から売上高の減少を余儀なくされている。取引先か
らは4月からの値上げ要請がきている状況にもある。当組合としても、今年度の行事日程を変更することなく実施できて
はいるが、年度末を予算案どおりに終われるよう引き続き気を引き締めて事業運営に取り組みたい。　　　　　　《家具》
　　　

●先月同様、寒波及び諸物価値上げの影響により厳しい状況が続いているが、イベントの開催も増え消費者及び経営のマイ
ンドが上向いて来ている様に思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《商店街・岡山》
●マスクの着用も個人判断に委ねられることとなり、Withコロナの新たな段階へ期待するとともに、春の好季節に人の往来
が増えることを願うばかりである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《商店街・津山》
●少し暖かい日は人通りも多くなり、観光客も増えているように感じる。消費の回復はまだまだといった状況と思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《商店街・倉敷》

●新型コロナウイルス感染症第8波の影響による各整骨院への来院数、また、それによる保険請求額の減少は続いているが、
その減少率は、一定水準にとどまっている。今後、感染症分類が５類に引き下げられ、患者のマインドが変わってくること
を期待している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  《医療・柔道整復師》
●昨年の2月はまん延防止が出ており営業の自粛をしていたため、今期はかなり実績が良くなり、コロナ禍前の2月頃の実
績となった。しかしながら電気代等の高騰により経費は増加し、資金繰りはなかなか厳しい状況。これからは、気候もよく
なり、3月の旅行シーズンに向けて予約も徐々に増えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《旅館・ホテル》
●建設業組合員については、新規雇用が非常に厳しいため、外国人技能実習生から「特定技能」資格へ移行し、継続雇用で対
応。入国待機者も順次入国してきているが、人手不足は解消せず、技能実習生の追加募集を実施している。機械加工組合
員の技能実習生・特定技能の求人増加に対しては、送り出し国側が対応可能となり、順次面接実施が可能となる。サービス
業組合員は回復してきているが、人手不足の状況は解消できていない。介護サービス組合員は、技能実習生の第一陣が入
国、今後継続して採用を予定。　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《異業種》
●鉄、非鉄スクラップについては、需要が底堅いので価格は高水準。トルコ地震の復興需要も考慮して輸出価格は上昇。古紙
は、国内需要低下からメーカーは減産している。問屋は古紙の発生も悪いので在庫が溢れることなく適正在庫を維持して
いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《リサイクル》

●イベント開催も順調に進み価格転嫁が進み始めた。看板も有資格者点検が進み出し少し明るさが見えてきた。  《看板工事》
●年度末に向けて多少落ち着いてきた。来年度は厳しいものと予想される。　　　　　　　　　　　　　　　　 《防水工事》

●観光バスの集客人員は前年比673％となった。全国旅行支援が継続していることから例年閑散期となる冬季も需要が好
調。コロナ禍以前に比べても良化している。高速バスは前年比135％とコロナ禍以前には追いつかないものの停滞してい
た需要が回復してきている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《バス》
●軽油価格の高止まり、その他経費の上昇を運賃へ充分に転嫁できる状況には未だ至っていないため、中小物流事業者は厳
しい経営環境が続いている。このため、賃金上昇は大企業のようにはいかず、少子高齢化によるドライバー不足への対応
が出来ない状況にある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　《トラック》
●1月同様で全般的に停滞気味な状況は変わらず。物価上昇による抱え込み需要とその反動、また消費力の減速により、入出
庫バランスの不安定な状況が続いている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《倉庫業》

●新型コロナウイルス感染症の影響は全業種において落ち着きをみせているが、物価高、電気料高騰による収益圧迫はどの
業種も拡大している。コロナ融資の返済開始も含めた総合的な資金繰り支援を行っていく。　 　　　　　　　《信用組合》

※金田は、令和5年4月から、岡山県中小企業省エネ設備更新支援事業のチーフコーディネーターとして在籍する予定です。

当会HPで中央会おかやまのバックナンバーを公開しています。  https://www.okachu.or.jp/chuokai/
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●先月同様、寒波及び諸物価値上げの影響により厳しい状況が続いているが、イベントの開催も増え消費者及び経営のマイ
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●昨年の2月はまん延防止が出ており営業の自粛をしていたため、今期はかなり実績が良くなり、コロナ禍前の2月頃の実
績となった。しかしながら電気代等の高騰により経費は増加し、資金繰りはなかなか厳しい状況。これからは、気候もよく
なり、3月の旅行シーズンに向けて予約も徐々に増えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《旅館・ホテル》
●建設業組合員については、新規雇用が非常に厳しいため、外国人技能実習生から「特定技能」資格へ移行し、継続雇用で対
応。入国待機者も順次入国してきているが、人手不足は解消せず、技能実習生の追加募集を実施している。機械加工組合
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●観光バスの集客人員は前年比673％となった。全国旅行支援が継続していることから例年閑散期となる冬季も需要が好
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、

対
象
商
品
に
新
規
加
入
又
は
既
契
約
か
ら
切
り
替
え
た
場

合
、中
央
会
が
組
合
に『
加
入
斡
旋
手
数
料
』を
お
支
払
い

す
る
も
の
で
す
。ぜ
ひ
導
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
対
象
商
品

『
大
樹
生
命
』の
生
命
保
険
商
品

　（
オ
ー
ナ
ー
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
プ
ラ
ン
）

〈
主
な
特
徴
〉　
　

①
事
業
所
の
事
業
保
全
資
金
対
策（
経
営
者
の
入
院
・
疾

　
病
・
休
業
時
等
の
保
障
）

②
経
営
者
・
役
員
の
退
職
慰
労
金
等
の
準
備

③
経
営
者
の
事
業
承
継
・
相
続
等
の
対
策

④
従
業
員
の
生
命
保
険
・
入
院
・
疾
病
保
障
等

●
加
入
促
進
手
数
料

※
月
額
保
険
料
は
１
保
険
契
約
単
位
の
保
険
料
と
し
ま
す
。

※
年
払
保
険
契
約
は
月
額
保
険
料
に
換
算（
年
払
保
険
料

　
×
1
/
12
）し
ま
す
。

※
加
入
促
進
手
数
料
は
１
保
険
契
約
単
位
ご
と
に
計
算

　
し
、
一
括
し
て
委
託
契
約
組
合
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　岡
山
県
中
央
会
　
総
務
企
画
課

　
電
話
：
0
8
6
‐
2
2
4
‐
2
2
4
5

岡
山
県
中
央
会
共
済
事
業『
業
務
委
託
制
度
』の
ご
案
内

~5,000円
  5,001円~10,000円
10,001円~15,000円
15,001円~20,000円
20,001円~25,000円
25,001円~30,000円
30,001円~35,000円
35,001円~40,000円
40,001円~45,000円
45,001円~50,000円
50,001円~　　　

2,000円
3,000円
4,000円
5,000円
7,000円
9,000円
11,000円
13,000円
15,000円
17,000円
20,000円

月額保険料 加入促進
手数料

　
平
成
4
年
8
月
に
中
央
会
に
29
歳
で
入
所
し
て
、約
30

年
、こ
の
3
月
で
定
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
入
所
し
た
当
初
、半
年
間
は
組
合
指
導
の
部
署
に
配
属

さ
れ
ま
し
た
が
、次
年
度
か
ら
、情
報
化
と
青
年
部
の
担

当
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
、
世
の
中
に
は
ま
だ

W
indow

s

も
な
く
、
中
央
会
に
は
ワ
ー
プ
ロ
が
2
台
と

パ
ソ
コ
ン
が
1
台
の
み
。し
か
も
誰
も
パ
ソ
コ
ン
に
は
触

れ
よ
う
と
し
な
い
よ
う
な
状
況
で
し
た
が
、管
理
シ
ス
テ

ム
は
オ
フ
コ
ン
か
らW

indow
s

仕
様
に
、
パ
ソ
コ
ン
も

1
人
1
台
体
制
へ
変
わ
る
転
換
期
で
し
た
。

　
こ
の
課
の
業
務
に
8
年
も
の
間
従
事
し
た
の
ち
、し
ば

ら
く
し
て
総
務
課
に
異
動
。そ
こ
か
ら
ま
た
、8
年
間
異

動
が
な
く
そ
の
間
に
管
理
職
に
も
な
っ
た
の
で
、入
所
し

て
前
半
の
大
部
分
は
中
央
会
の
内
部
業
務
が
主
体
で
、若

い
う
ち
に
最
前
線
で
組
合
等
の
支
援
を
す
る
こ
と
が
あ
ま

り
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、企
業
支
援
の
部
署（
食
品
、も
の
づ
く
り
、人

材
確
保
）に
8
年
間
従
事
し
、中
央
会
職
員
で
あ
り
な
が
ら

こ
の
ま
ま
本
来
業
務
の
組
合
支
援
と
関
わ
ら
ず
終
え
る
の

か
と
思
っ
て
い
た
時
、念
願
か
な
い
現
在
の
組
織
支
援
課

に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
央
会
で
の
後
半
に
企
業
支
援
・
組
合
支
援
に
従
事
し
、

様
々
な
業
種
・
職
種
の
数
多
く
の
方
々
と
出
会
い
、
お
話

を
し
、色
ん
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、私

に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
、多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
無
事
定
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。本
当

に
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

退
職
の
ご
挨
拶

非製造業
2023年2月分のコメント

卸売業

小売業

商店街

運輸業

建設業

その他

サービス業

金
田 

行
彦
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後継者
松本 宏行 氏

周りの人に感謝しながら、
「三方よし」の事業を展開したい


